
第４期中期⽬標・計画（令和３年度）に基づく施設活動 
 以下の内容は令和３年度の硬蛋⽩質利⽤研究施設研究員会議で承認された第
４期中期⽬標・中期計画である。 

 
1．1 硬蛋⽩質利⽤研究施設第４期（令和３年度〜令和７年度）中期⽬標・中
期計画  

第３期（平成 2７〜令和 2 年度）において、学内における施設の再編・統合に
ついては種々の議論があり、フロンティア農学教育研究機構の下に、広域都市圏
フィールドサイエンス教育研究(FS)センター、動物医療センター、感染症未来疫
学研究センター、先進植物⼯場研究施設、硬蛋⽩質利⽤研究施設が組織再編され
た。そこで、本研究施設の設置⽬的を達成するため、⾃⼰努⼒をさらに推し進め、
外部研究資⾦の獲得、研究協⼒協定にもとづく客員教員、参与研究員の協⼒や外
部機関との共同研究による研究開発領域の拡⼤等を図る。 

第４期の中期⽬標・中期計画の下、本研究施設の研究⼒の維持と拡⼤、それを
基盤とした教育研究への積極的な参画、研究成果の継続的な発信による社会貢
献を果たし、研究施設としての機能の発展拡⼤を⽬指す。  
【中期⽬標・中期計画】（令和３年度〜令和７年度）  
中期⽬標：  
（１）当研究施設の設置⽬的である「(1) ⽪⾰および関連産業に対する学術的・

技術的⽀援ならびに⼈材育成に寄与する研究・教育、(2) 動物⽣産の副産
物の主成分であるコラーゲンを始めとする硬タンパク質資源の総合的⾼
度利⽤に寄与する研究を⾏う」ための研究基盤を発展拡⼤する。 

（２）硬蛋⽩質利⽤に関する研究を発展させるため、学内の動物飼養施設を当
施設に集約・整備する。 

（３）当施設を基盤とした「⾷と暮らしの研究拠点」構築のための組織整備を進
める。 

（４）研究分野発展のための⼈材育成の重要性から、学部、⼤学院の教育、なら
びに社会⼈教育を積極的に推進し、社会への研究成果の報告などの情報
発信を強めて教育と研究⽀援の向上を図る。 

中期計画：  
（１）研究⼒の維持と発展拡⼤  

1. 硬タンパク質の⾼度利⽤に関する研究を踏まえて基盤研究を中⼼に⾏い、



応⽤的研究を企業等の外部研究機関との共同研究を中⼼に積極的に進め
る。  

2. 科研費等の競争的研究資⾦の導⼊を積極的に⾏う。また、本研究施設を核
とした⼤型競争的研究資⾦の獲得に向けた「⾷と暮らしの研究拠点」の整
備を進める。   

3. 研究協⼒協定に基づく研究領域の補完を図り、客員教員、参与研究員等の
活⽤や寄附講座の誘致に努める。 

４．世界トップレベルの外国⼈研究者と国際共同研究を⾏い、国際共著論⽂
数を増加させる。 

（２）研究分野の発展のための教育研究への協⼒、社会への貢献  
1. 農学部の協⼒教員及び⼤学院担当教員として、講義・演習・実験を担当し、

動物資源科学および関連分野の教育⽀援にあたる。また、AIMES 等の派
遣留学⽣に対応した講義・実習を⽀援する。  

2. 研究施設が⻑年に亘り培った硬タンパク質および関連⽣体分⼦に関する
科学知識ならびに開発技術情報をもとに、社会貢献の⼀環として硬タンパ
ク質等の利⽤に関する理解を⾼めるための啓蒙活動に努める。  

3. 本研究施設独⾃の社会⼈教育のための教育訓練のプログラムを含む研修
制度や研修認定制度の設置に努める。  


